


出典：https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/955ad890-b9a8-4548-ba93-
aba03c6ef54e/80e1a50b/040324_resources_kihonhou-fc.pdf





https://warp.ndl.go.jp/web/20231003072454/www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/research/r02/kokusai/pdf/gaiyou/s2.pdf



https://warp.ndl.go.jp/web/20231003072454/www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/research/r02/kokusai/pdf/gaiyou/s2.pdf
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１）門間晶子、浅野みどり他（2014）．「家族の価値カード」から生まれるナラティブ・コミュニティ．
日本看護研究学会雑誌，37(1)，105­113

日本家族看護学会第25回学術集会(2018) 発表スライドより





Copilotにより作成
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病棟に
入れない

情報の
欠如

生活環境
の変化

家族分離
母子分離

家族への調査

親は、不安やストレスなど、
きょうだいのニーズ
を感じながらも、
きょうだいサポートの難しさ、
ジレンマ・無力感・自責の念
を抱えている



１）きょうだいが(病院で)主役になることができる。

名大病院 きょうだいの会 目的

２）きょうだいに “あなたが大切” というメッセージ

３）きょうだい同士が知り合い、

４）病院の様子を知り、身近に感じることができる。

“自分だけじゃない”、と感じることができる。
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